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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
深谷大「草創期の浄瑠璃とその享受－岩佐又兵衛風絵巻群の周辺－」 
 
本論文は、十五世紀以来の享受史を持つ「浄瑠璃物語」が、人形浄瑠璃草創期、十七世
紀前期に、どのような形で台本化、文学化、絵画化されたかを、「又兵衛風古浄瑠璃絵巻群」
等の詳細な調査検討を通じて考察するものである。第一部「岩佐又兵衛風絵巻群と津山藩
主松平家伝来古浄瑠璃系写本」の二章、第二部「草創期浄瑠璃の諸相」の四章からなる。 
 第一部で論考される「岩佐又兵衛風古浄瑠璃絵巻群」とは、岩佐又兵衛工房製作と推定
されている、古浄瑠璃・説経の物語を詞書に用いた極彩色長編絵巻群の呼称である。「絵巻
群」七作品（古浄瑠璃６・説経１）の合計の全長は約千メートルの厖大なもので、重要文
化財二点を含む美術品であると同時に、伝存正本の少ない十七世紀前期浄瑠璃の不可欠資
料であり、「絵巻群」を扱った優れた浄瑠璃の先行研究も、少ないとはいえない。しかし、
「絵巻群」が美術、演劇、文学分野に跨る作品・資料であること、実物の閲覧が非常に困
難であること等により、実際に「絵巻群」全作品について絵画・文芸（詞書）両面から検
討を行ない得る研究者はわずかであり、具体的に把握されていない基本的データも存在し
ていた。 
 申請者は美術史研究の成果をふまえ、懸命の努力をもって所蔵機関等の理解を得、「絵巻
群」全点を手にとって調査・測定し、浄瑠璃研究の立場から「絵巻群」の詞書に重点を置
きつつも、絵巻の絵、装訂、料紙等に特に注意を払い、たとえば絵巻を形成する最小単位
である一枚の料紙の、「絵巻群」全点に共通する標準寸法を明らかにして、「絵巻群」が同
一工房で制作された可能性が高いことを、改めて裏付けた。料紙の約二割がこの標準寸法
から外れる絵巻「上瑠璃」については、第二部第一章にその理由をめぐる詳しい分析があ
る。 
 また「絵巻群」詞書の補助資料「津山藩主松平家伝来古浄瑠璃系写本」を紹介し、「絵巻
群」の注文主とされる松平忠直（1595～1650）の後継者越前藩主松平家に存在したはずの
「絵巻群」の主要作品「山中常盤」「堀江」「上瑠璃」王舎城本「村松」が、越前家と縁故
の深い津山藩主松平家に伝来した経緯を、先行研究以上に詳細に考証し、忠直卿・越前藩
主家注文主説を、より確実なものとした。 
 第二部は「浄瑠璃物語」及びその前編後編と位置づけ得る「常盤問答」「鞍馬入」「山中
常盤」の作品研究であるが、量質ともに「絵巻群」の絵巻「上瑠璃」を直接の対象とする
「浄瑠璃物語」研究が重みを持つ。浄瑠璃の原点「浄瑠璃（姫）物語」には、十六世紀後
期から十七世紀後期までに限っても、基本的に零本を除き約二十種の伝本があり、その原
態をめぐっては、略本ながら最長編の構成を残す四部立ての山崎本を、原態に近いと見る
か否かで説が分れる。十七世紀前期製作とされる絵巻「上瑠璃」は、山崎本に最も近い構
成を有するが、山崎本はじめすべての伝本に具わる第一部「申し子」がなく、第四部の終
結部分も特異である。申請者はこの絵巻「上瑠璃」のあり方を、従来いわれる如き単なる
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省略や一般的近世化の結果ではなく、絵巻製作者による、明確な主題性を持った創作であ
るとする。新見解の提示として注目すべきであろう。また絵巻「上瑠璃」の絵、詞書、画
中の文字の徹底的検討と考証を通じて、先学による「浄瑠璃物語」遊女譚説に、新たな光
を当てたことも評価されてよい。 
 本論文は海外を含む九箇所の所蔵機関・個人が秘蔵する「絵巻群」の綿密な調査によっ
て、学界にいくつかの貴重な情報を齎した。「浄瑠璃物語」作品研究には重要な新見もあり、
先行研究の整理紹介に当てられた頁も有益で、分量的にも、学位請求論文としていささか
の不足もない。が「草創期の浄瑠璃とその享受」という壮大な題目に見合う論の広がりと
求心力は、十分とはいえない。特に第二部の第二章～第四章の作品研究が、箇々の方法や
結論に問題はないが、やや手薄な感があるのは否めない。第一部ではともかく「絵巻群」
の形態に関わる先行研究の整理と「絵巻群」形態の調査報告及び伝来考証を手堅く行ない、
第二部第一章絵巻「上瑠璃」研究では、第一部をふまえ、絵巻「上瑠璃」の形態、絵、詞
書、画中の文字等の分析の上に作品論としての新見解も著わした。が「草創期の浄瑠璃」
と題目に謳いながら、「絵巻群」関連作品以外で論考されるのが小品の「常盤問答」「鞍馬
入」のみというのは、いささか物足りない。「若き日の義経と女性をめぐる物語」という視
点から、「浄瑠璃物語」のほか「山中常盤」「常盤問答」「鞍馬入」に各一章ずつ充てるので
あれば、第二部第二章「常盤問答」、第三章「鞍馬入」において、小品を丁寧に読んで本の
系統と特色を記す、というにとどまらず、十七世紀前期人形浄瑠璃史全体を見渡す、踏み
込んだ論の中に、これらの作品を位置づけることが望ましかった。あるいは第二部に、別
に一章設けてそのような論を展開することも、「終わりに」を終章としてより充実させるこ
とも、あり得たと思われる。 
 ただ、たとえば第二部第二章「常盤問答」研究は、学会発表時に重要な資料の発掘が注
目されており、第四章「山中常盤」研究で、絵巻「山中常盤」が山崎本や絵巻「上瑠璃」
と影響関係を有することを指摘した点も「絵巻群」全点を精査した本論文の成果である。
論の重厚さにおいて未だしの感は残るとしても、今後の「浄瑠璃物語」研究者に必読の内
容となり得たことは、十分評価されるべきである。 
 以上の理由をもって、本論文は、課程による学位請求論文として、博士（文学）学位を
授与するに価する内容であると認定するものである。 
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